小規模多機能施設ガーデンハウス野花 令和５年度第６回運営推進会議 報告書
	開 催 日
	　令和６年２月2８日（水）

	開催場所
	サンテリオン東郷３階　地域交流室

	出席者
	構　成　区　分
	人数
	構　成　区　分
	人数

	
	民生委員
	１名
	地域包括支援センター
	１名

	
	地区公民館長
	１名
	ご利用者家族代表
	１名

	事業所
	施設長
	

	
	管理者
	ガーデンハウス職員

	欠 席 者
	課長


≪利用者状況報告について≫（令和６年1月３１日現在）
	基本目標
	ご利用者の生活全般を把握し、その人らしい生活を送っていただく。

	利用者の状況
	登 録 者
	２７名　（定員：２９名）

	
	年  　齢
	65～10１歳（平均年齢：88.24歳　前回　87.96歳）

	
	介護度別
	要支援１
	要支援２
	

	
	
	３名
	３名
	

	
	
	要介護１
	要介護２
	要介護３
	要介護４
	要介護５
	平均介護度

	
	
	8名
	8名
	1名
	２名
	０名
	1.49

	1２月～

1月

利用状況
	新規登録者
	要介護２：1名（老健より）、要介護３：1名（在宅より）

	
	利用再開
	

	
	中  止  者
	要介護２：2名（老健入所）、要介護１：1名（GH入居）


活動状況（令和５年１２月２１日～令和６年２月２０日）
	月日　
	内　　　容
	状　　況
	参加者（人）　

	１２/２５
	クリスマス忘年会
	ゲーム、歌（生演奏付き）、

喫茶メニューの提供
	利用者1２名

	12/23～30
	大掃除
	利用者の状況に合わせて普段出来ない箇所の掃除を行う。
	職員全員

	1/７
	新年会
	書初め、かるた取り、福笑い

おやつに甘酒とお饅頭を頂く。
	利用者6名

	１/７
	出初式
	野花地区の出初式に参加する。
	職員２名

	１/１４
	とんどまつり
	野花地区とんどさんに参加する。
	利用者2名
職員2名

	１/１７
	初釜
	職員が着物を着て、抹茶と生菓子を提供する。
	利用者9名

	２/２・３
	節分行事
	鬼の扮装をした職員に新聞紙で作った玉を当てる。
甘納豆や煎り大豆をおやつに頂く。
	※コロナ感染症のため中止


地域活動について
１/７　野花地区出初式　職員2名参加

　１/１４　野花地区とんどさん　利用者2名、職員2名参加

　１/２４　法林寺上杉住職による法話
職員研修会等
	
	研修名
	内　　　容

	12月
	嘔吐物処理研修
	嘔吐された時の吐物の処理手順についての動画視聴

	
	腰痛予防研修
	腰痛予防に関する知識を得る。

	1月
	認知症介護基礎研修

（職員2名）
	認知症についての基礎理解。

	
	身体拘束廃止研修
	動画視聴、身体拘束に関する指針の読み合わせ。

	
	コロナウィルスシュミレーション研修
	陽性者が発生し施設で療養する場合を想定し、どのようにゾーニングを行うか実際に動いてみる。


≪事故・ヒヤリハット報告について≫（令和５年１２月２１日～令和６年２月２０日）
	発生日
	介護度
	年齢
	発生又は発見時間
	内容
	原因と対策

	12/22
	２
	93


	0:15
	サ高住入居者。

ナースコールあり訪室するとベッド下に長座位になっている。トイレに行こうとしたが立ち上がれず滑って転んだとのこと。外傷なし。
	（原因）
下肢筋力の低下。

（対策）

リハビリ専門職に居室環境を評価してもらい、手すりの位置を変更する。

	12/23
	１
	88
	10：50
	サ高住入居者。

サ高住食堂にて、床に尻もちをつく。外傷なし。
	（原因）

・椅子では無く、ブレーキのかかっていない老人車の座面が無い方に座ろうとした。

・認知症の進行により、危険な行為が分からなくなってきた可能性。

（対策）

・老人車に座ると危険であることがわかるように貼り紙を行う。

	12/28
	２
	94
	15：10
	サ高住入居者。

居室の窓の側で歩行器を身体の下にして転倒している。

外傷特になし。
	（原因）

・窓の外を見たかったが、座る場所が無く、座面の無い歩行器に座りバランスを崩した。

（対策）

・家族に依頼し、椅子を持参してもらう。

	１/２
	１
	82
	6：35
	宿泊利用者。

居室より「助けて。」と声がし訪室すると、車椅子のフットレスト部分にはまりこんでいた。右わき腹痛続き、受診し肋骨骨折の診断。
	（原因）

・下肢筋力の低下、認知症の進行。

・こだわりが強く、普段は車椅子だが、居室内はベッドから歩いてトイレに行かれている。

・骨粗鬆症の薬を飲まれており、骨が脆くなっている可能性。

（対策）

・家族と情報共有していく。

・リハビリサービス利用の提案をする。

	２/７
	２
	65
	12：30
	配食を持ち運ぶかごに朝食後薬の一包がセロテープでくっついているのを発見する。

いつの物か不明。
	（原因）

・配食を持って行った職員が2包あるうちの一包のみ介助し、もう一包を服用し忘れた可能性。

（対策）

・薬の袋に名前、日付を書き、いつの物かわかるようにする。空袋は持ち帰り、他職員と確認する。

	２/１６
	１
	88
	15：00
	ドスンと音がして訪室すると、居室トイレの床に長座位になっている。

特に外傷無し。
	（原因）

・感染対応で居室掃除が出来ておらず、ほこりが溜まって滑った可能性。

・2月初旬から居室対応をしていた為、下肢筋力の低下。

・感染症罹患による体力低下。

（対策）

・その場で目に見えるゴミは拾い、居室対応解除後清掃を行う。

	２/１９
	１
	93
	22：45
	サ高住入居利用者だが、歩行不安定で転倒リスクも高い為、１階で過ごして頂いている。センサーマット使用。

センサー反応あり訪室した際、左頬に内出血・腫れがあるのを発見する。他特に外傷無し。
	（原因）

・立位不安定で、認知症により行動予測も難しく、転倒もされていない為、いつどこで出来たか不明。

　バランスを崩してどこかにぶつけた可能性。

（対策）

・センサーマットを使用し、引き続き行動観察を行う。安全を確認してから側を離れるようにする。

	２/２０
	１
	93
	18：45
	ポータブルトイレ介助後、他の居室のナースコールが鳴り退室する。他利用者の介助中センサー反応あり訪室すると、窓際に立ちタンスの引き出しを開けようとされている。ふらつきあり支えるが、支えきれず尻もちをつかれる。特に外傷無し。
	（原因）

・下肢筋力の低下、バランス不良。

・認知症の進行。

（対策）

・落ち着きが無い時は、車椅子に移乗し、ホールで見守りを行う。


≪苦情・意見・要望について≫
・利用者宅のゴミ捨てを職員が不定期で支援しているが、その際ゴミ捨て場の扉を閉めて

　いなかった。小動物がゴミ捨て場を荒らしてしまったのできちんとして欲しいと地域の

　方よりご意見あり。

　→職員2名で現地確認に伺い、扉の閉め方について写真を撮って職員間で周知している。
≪運営推進会議内で頂いたご意見≫
（地域住民代表より）

・介護の知識が無いので、報告の中に合った専門用語がいくつかわからなかった。
　サ高住、センサーマットは何か？　→説明を行う。
（ご家族代表より）
・転倒事故が多いのが気になった。
　→同じ利用者が転倒を繰り返している状況があり、対策を行っているが難しい。
（地域包括支援センターより）
・サ高住入居者の転倒事故について、その利用者が行こうとしたのは共有のトイレですか？
　→居室のトイレであることを説明する。

≪前回会議より≫
・特になし。
≪その他≫
・小規模多機能型居宅介護サービス評価を受けての報告を行う。
次回開催予定：令和６年４月２４日（水）１６：１５～
